立正大学探検部
～僕の私の探検論・冒険論2010～

Q1．部則はありますか？
はい／いいえ
Q2．部員は部則を把握する機会がありますか？
新年明けの総会で、部則の読み合わせと内容変更の機会を設けています。

Q3．緊急時の対策として何をしていますか？
OB会より毎年の遭難対策金の積み立て、緊急連絡体制図、保険に加入しています。

Q4．立正大学探検部が目指す探検とは。
"プロジェクトを目指す"こと。
未知なもの、誰も行ったことがない場所、誰でもそういった物への好奇心を持っていると思います。 我々立正大学探検部は自分が知りたいことややりたいことへの好奇心をエネルギーにしてやがては前人未到を成し遂げることを目標に日々活動しています。

Q5．現部員が目指す探検とは。
でかいことがしたい！
好奇心の追求。
自身の好奇心をもとに、様々な活動を企画し実行すること。

Q6．今一番興味のある活動。(個人個人でどうぞ。ジャンルでも概念でも何でも可)
川、歩き、洞窟、南アルプスでお花を見る、ダウンヒル、民族調査、ＵＦＯ呼びたい、秘湯探し、ベトナム調査、無人島サバイバル、メコン川遡上プロジェクト第2弾…

Q7．立正大学探検部の代表的な歴代の活動といえば。
ガダルカナル密林歩行、ゼラフシャーン川全流踏査、水上歩行、トンガシーカヤック遠征、南米古代トンネル調査、スリランカ遺跡調査…

Q8．部が連盟に加盟している目的は何ですか？
活動の幅を広げ、情報交換の場を持ち、知識・技術を共有するため。

Q9．なぜ探検部に入ったのですか？
名前に惹かれた、名前がかっこよかった
長瀞で飲んで楽しかった
お金がかからずにアウトドアが出来ると思っていた…


Q10．今後の探検部について。
お金がほしい
女性上位の時代が来るといいな～
プロジェクトを立ててほしい
飲みがおとなしくなった


